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ittUNASAV・‐ll.10か ら)争需Fkにと崎オつて)て「|き ,11

が ,こ れまでの掲載記事の中で終戦 nt後の事柄で十分理解 でき

ないままでいる次の 3点がある。
。秋田市立商業学校 との関わり

。秋田工業に 5年 も6年 (、在籍 キンた理由
。秋田日満工業学校のこと

今年終戦 70年にあた り、真相を角4「明 し記録に留めることに
t´た。

2.秋 田市立商業学校 との 間わ t′

J)秋 囲での取材旅行
秋 FH商業と秋‐l工業の関わりに関しては、KJヽ NASAV()1_18に ■i

時の秋商東京雄水会会長和田武男Iこ の投稿記事が掲載されてい

る。その中でψま昭和 19年度に秋 H市立商業学校が,秋 田市立]1
業学校に転換した。終戦に伴い昭i1421年秋田市立商業学校が

復ムキし、秋田市立工業学校が廃校になり全生徒が県立秋り1工業

に編入 tンた、と記載され′ている。
―力、秋工百年史の「秋田県立秋 Fi工業高等学校学警1変

=:又
|」

では工業化学科が昭和 20114ナ1 l il秋 ,1工業高校 (1■校の誤
り)か、移管、と記されているが、移管時期に 1年の違いがある。

tlの件に関 し和田武男氏から、
「
|」で

相究明Jのため、秋田商業の歴費を
よく知っている「武藤四郎氏Jと 秋

田市立工業学校 1回■ 1/・ 「伊藤義大

郎 tt」 か 4)当 時の話を聞くために秋

IJにイ1・ くことにヒンたので、同イ子のしF:5

誘いを受けたぃ

会報 KANブlSAの原稿作成のため ll:い機会と思い11成 27午 :,
月́ 」ι(3 日と 2 7 日 7‐N2 日に:つ夫1り ,lk Fゴ 〔J=「司]]]壼 しアここ

Z〕 武藤醒郎氏の議靭

武藤匹:郎 氏は元秋商教頭、北秋綱1

:I NI今り!i高等学校長 FL涯学習 レン

ターlF長 を歴任され.た方で,こ の,lr
の■こ明のため資料を作成 し、根拠と

なる参考資著3,モ)準備 きオ1.てお り懇
=り

下
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説明を受けた。

3)伊 藤義太郎氏の説明
伊藤義太郎 1ヽは、昭和 19午 4月
新設の秋ド1市 立工業学校冶金科に入

学 t´ 、 翌年昭不打2● 114月 勇t立秋 [J
工業学校治金科に編入した1`.ラ グビ

ー部に入部し、第 27「 1全国中等
学校ラグビー大会と第 281・ l全国高校:ラ グビー大会 で2日]全国

優屁撃した ,時にアズーワー ドとして活轟疑 た́。 日71下●24年 3月 2卜業
後 1■務局に就 I識 t´、その後キ1法書士事務戸iを開設 .

伊

"秦

氏から、昭和 19年 4潟 市ず1ひ[輌■l業に入 |ユ tン た当時は

生徒は 3分に 1位ではとんどの生徒は勤労動員で軍需工場に 1::

ていた。

昭 li1 2 0年 4月 には市立工業学校が廃校 とな り、採鉱科 と冶

金科は県立秋田 ll業学校に編入 し、工業化学科は移管 となった.

また、入学時には 4年修学で卒業だったが、昭和122年計,
4ド制改革により5年で卒業 と 1年延長 した。などをお聞き |

た。

また、参考資本|と しては廃科時の記念誌 「冶金科・金属
「「

:

業化・材料技術科六十九の歩み」を見せて頂き、終戦前後
`'1

状況を詳 し́く知ることができた。

■)秋田県立図書館 l・ 秋 圏県教育史 を調査

終戦前後の教育関係の出来事を公文書で確認するため、

秋岬果立図書館を訪問 したて,秋田県教育委員会が編纂 した |:ス

肛1県教育史 第 1巻から,8巻の全巻 1に 耐を通 し、戦中戦■■

参考になる記録を調査 した。

以 11の調査の結果をまとめると次の達 りである。

5)ま と静
戦争の拡大によって軍需工場で働 く多 くの若者が戦地 |●

送られ技術者が不足 L´ ていた。 一方、経済活動に国家のなi制
が加わるようになると、配給の分西こが商業活動の主務 とさ11

商業教育が軽視 された。

昭和 18年 」0月 12日 には「教育に関する戦時非常女[ム
方策Jによって、秋田商業学校は工業学校に転換させ られ う
ことになった。

昭和 19年に秋田市立商業学校は生徒募集を停止し、私に「
市立■1業学校が開校 した。秋田市立■1業学校は 4年11で、国
民学校初等科 (1ヽ学 6年)事業を入学資格 と lン で、工業イヒ学
科・採鉱科・冶全科の 3科各科 40名 でスター トした。 こ ,〕

年、秋 Il■商業学校の 2年から5年生と新設の秋田市立工業:学

校 1年生は同じ校舎で学んでいた。

同じ昭和 19年、秋 ●市 で:ま工業学校を開校 lンてみたも
''

の、工業の専任教諭はお らず鉱専、県立工業、帝石等から |五

言
=で
依頼 ヒ′た。さらに,実習の設備費は予想クトに多額を要 t´ ,

その うえ戦時 ドで資材の人手がプト常に困難だった。 この■■

では、 卜分な工業教育を行 うことができないので、県にウ111
した方が良い、ということになつた。

秋田県では、寿i設す る県立女 子医学専Fl学校校舎を確伐キ
「

ろ必要があつた. 一方秋田市 |ま、市 t工業学校の運営に要FI女
ていた。この 2つの問題を 一挙に解決するために、秋 FI県iが

市立工業学校の生徒を県立秋田工業学校に受け入れ、秋田市

が市立工業学校の校舎を県立女子医学専「1学校校合 として ,

秋 |コ県に譲渡した。

昭和 20今i秋鮨市立工業学校は廃校 とな り、4月 生徒は11
ril県立工業学校 (D採鉱羽・。冶金科に編入され′た。また秋田 =
業学校になかった工業化学科は移管された。

なお、秋 lll市 立商業電敬 の校長をはじめとする教員およ('

41校生 (3か ら5年生)は、秋饉県立医学女子専「i学校 t71il

隅で借家住まいのみ じめな生活を送つた。

終戦後、昭和 21年 4月 1日 秋国市立商業学校は復活 t
9月 及島の 1目秋「ヨロ満工業学校の跡増1に移転 L′た。

県立女子医学専門学校は昭和 22年 4月 失火により絞 ,I
が全焼 し、10月 学帝1改革による大学婦格の要請がかなわ

「
廃校 となり、生徒は散り散 りに全国の大学医学部に編入 した。

武藤四郎氏

和田武男氏、411賀谷

伊藤義太郎氏


